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●書き込みソフト「ｆｒｗ７２０６．ｅｘｅ」の使い方 ２００６．６．２６ 

 
 ＢＣＳＨ７２０６ ＣＰＵボードは無償ダウンロード、またはＣＤに添付されている「ｆｒｗ７２０６．
ｅｘｅ」でユーザープログラムのフラッシュＲＯＭへの書き込み「ＲＯＭ＿ＷＲＩＴＥ」、内部ＲＡＭへの

ダウンロード「ＲＡＭ＿ＷＲＩＴＥ｣ができます。 

 

 図１ 「ｆｗｒｉｔｅ７２０６．ｅｘｅ」画面 

 

 
 

図２ 「ＶＩＥＷ」をクリックすると現れるＳＩＯモニタ画面とキーボード 

 

●キー、画面の説明 

 
【 Ａ，Ｂ，Ｃ，，，，Ｚ 】キーをマウスでクリックするとそのアスキーデータがＳＩＯ（シリアルＩ／Ｏ）

より出力されます。小文字は「ｓｍａｌｌ ｌｅｔｔｅｒ」をチェックして下さい。 

【 ０，１，２，３、、、、Ｅｎｔｅｒ 】キーをマウスでクリックするとそのアスキーデータがＳＩＯ（シ
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リアルＩ／Ｏ）より出力されます。 

【ＳＩＯ モニタ画面 】 ＳＩＯから入力されたアスキーデータが表示されます。アスキーデータ以外

はエラーとなります。エラー時は「ＲｉｃｈＥｄｉｔｘｘエラー」と表示されますので、×をクリックし

て消してください。再び表示を開始します。 

【 ＭＯＮ．ＣＬＲ 】ＳＩＯモニタ画面のクリア。スクロールバーがありますので、以前の表示データ

もバーの操作で見ることができますが、以前のデータを消したいときに使用します。 

【 ＬＯＡＤＥＲ＿ＲＥＳＥＴ 】 

あらかじめ書き込まれているローダーを動作させるクリア。ユーザープログラムのＲＯＭへの書き込み、

ＲＡＭへのダウンロードの前に必ずこのローダーを使用します。 ＳＬ－ＳＴＡＲＴ Ｖｅｒｘｘｘと表

示されます。 

【 ＵＳＥＲ＿ＲＥＳＥＴ   】 

ユーザーが書き込んだ１０００００Ｈ番地からのプログラムを再動作させるりセット。 

 

●ＲＯＭ書き込み、ＲＡＭ書き込み、Ｊ１の設定 

 
【 ＲＯＭ書き込み、動作 】 
 

ＢＣＳＨ７２０６ ＣＰＵボードは動作モードの選択はありません。リセット時、外部ＲＯＭの０番地

から書き込んである４バイトの数値をアドレスとして読み込み動作します。本ボードの外部フラッシュＲ

ＯＭ ＴＣ５８ＦＶＴ１６０ の最上位アドレスＡ１９はＪＰ１の切り替えにより動作を選択できるよう

になっています。書き込めるファイルフォーマットはモトローラＳ１，Ｓ３です。（自動判別） 

 

ＪＰ１ 

ショートされるピン  動作 

１－２   Ａ１９とＡ２０接続 

３－４   Ａ１９外部コントロール    ＊デホルト 

  

 

１－２番間のショートは通常の接続です。３－４間ショートはＥケーブルで接続されたパソコン側からＡ

１９のレベルがコントロールできるようになります。これにより、ユーザーのプログラムを書き込んだ１

０００００ＨからのデータをＣＰＵ側から見て０番地として実行させることができます。 

 

物理メモリマップ（最上位がＡ１９） 動作 

１ＦＦＦＦＦＨ 

   ｜ 

１０００００Ｈ 

  ユーザープログラム書き込み領域 

０ＦＦＦＦＦＨ 

   ｜ 

００００００Ｈ 

  メーカープログラム書き込み済み領域 

（メーカー出荷時、既にモトローラＳ３フォーマッ

トローダーが書き込まれています） 

  

 ＴＣ５８ＦＶＴ１６０は１０５回以上の書き換えを保証しています。書き込み手順は 

①ユーザープログラムを作る。開始アドレスは０番地からとする。 

②書き込みソフト「ｆｒｗ７２０６．ｅｘｅ」で自動的にオフセット１０００００Ｈが加算され、フラッ

シュＲＯＭに書き込まれます。 

③書き込みソフト「ｆｒｗ７２０６．ｅｘｅ］は転送終了後、ＲＯＭのＡ１９を１にしてからＣＰＵボー

ドにリセットをかけます。ユーザープログラムが０番地から動作します。ここまで自動です。 

また、 

④Ｅケーブルをはずし基板単独動作とした場合でもＡ１９は１になりますからリセット後、そのままユー

ザープログラムが動作します。例えば製品として出荷できます。  

 

【 ＲＡＭ書き込み、動作 】 
 

 基板に実装されているＴＣ５８ＦＶＴ１６０の物理アドレス０番地からは弊社によりあらかじめ「モト

ローラＳ３フォーマットローダー」が書き込まれています。このローダーは内部ＲＡＭにＳ３データを転
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送し、終了すると内部ＲＡＭ開始番地＋８００Ｈにジャンプします。ＲＡＭ上でプログラムを動作させた

いときに使用します。ＲＡＭ上で動作させるというのは３２ビットバス幅、ノーウエイトで動作させたい

場合です。このＣＰＵの最高性能が期待できる動作となります。この場合、開始アドレスは内部ＲＡＭ開

始アドレス＋８００Ｈ にする必要があります。（書き込みソフトではオフセットしません） プログラム

例は開発セットのサンプルプログラムにありますので参考にして下さい。 

 製品としてＲＡＭ動作を行う事例としてはＲＯＭに書き込まれたプログラムをＲＡＭに転送し、ＲＡＭ

アドレスにジャンプして動作する、という使い方になります。パソコンや組み込みマイコンの一部でも行

われている手法で、バス幅が広く取れる以外にＲＯＭがＲＡＭに比べて速くできない欠点を補う意味もあ

ります。 

 

●書き込み例 

【 接続 】 

 

 事前にＥケーブルをパソコン、ＢＣＳＨ７２０６のＣＮ６に接続。ＣＮ５に電源ケーブルを挿入し電源 

３．３Ｖを入れてください。黄色が＋３．３Ｖ，黒がＧＮＤです。５Ｖを使用すると壊れますのでご注意

願います。 

 ＣＯＭポートをご使用のパソコンのＣＯＭに合わせてください。不明な点は別ファイルの「ＣＯＭ番号

を調べる」をダウンロードしてご参照ください。 

 

【 ＲＯＭ書き込み、動作 】 

 

 ＲＯＭ書き込みでは 

 ①ユーザープログラムの開始番地は０番地としてください。 

 ②書き込めるファイルフォーマットはモトローラＳ１、Ｓ３フォーマットです。自動判別しますので、

特にユーザーで設定を行う必要はありません。 

 ③「ｆｒｗ７２０６．ｅｘｅ」の「ＲＯＭ＿ＷＲＩＴＥ」をクリックします。 

 

 例として弊社サイトから無償でダウンロードできるｓample2_7206.s（モトローラＳ１フォーマット）を

書き込んでみます。 

 

【 ＶＩＥＷを開いておく 】 

「ＶＩＥＷ」画面を開いて、ＢＣＳＨ７２０６に電源を入れます。正常に接続されていれば「ＳＬ－ＳＴ

ＡＲＴ Ｖｅｒｘｘｘ」とＳＩＯモニタに表示されます。 

    

「ＲＯＭ＿ＷＲＩＴＥ」をクリックします。「ｆｒｗ７２０６．ｅｘｅ」は自動的に外部フラッシュＲＯＭ
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のクリアを行います。この作業は数秒要します。 

 

 消去が終了すると書き込む「ファイルを開く」画面が表示されますので、ｓａｍｐｌｅ２＿７２０６．

ｍｏｔを選択します。 

 

正常に書き込みが行われますと「書き込み正常終了」の文字が表示されます。 

 

また、プログラムは既に動作していますので、ＳＩＯモニタに「ＴＥＳＴ Ｎｏ？ 、、、」と表示されます。 

 

プログラムの動作についてここでは触れませんが、これがＲＯＭ書き込み、動作の方法です。弊社の他の

フォースライタの特徴同様、プログラムの書き込みから、動作まで特に基板側で操作をする必要はありま
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せん。 

【 ＲＡＭ書き込み、動作 】 

ＲＯＭ書き込みとの違いは以下の３点です。 

①ユーザープログラムの開始番地を０ｘｆｆｆ８０８００としてください。 

②書き込めるファイルフォーマットはＳ３フォーマット限定です。他のフォーマットは正常に書き込みで

きません。 

③「ｆｒｗ７２０６．ｅｘｅ」の「ＲＡＭ＿ＷＲＩＴＥ」をクリックします。 

 

「開発セット」のＣＤに添付されているｓａｍｐｌｅ３＿７２０６.ｓ（モトローラＳ３フォーマット）を

書き込んでみます。このプログラムはｓａｍｐｌｅ２＿７２０６をＲＡＭ動作用に多少の改造を行ったも

ので、プログラムの番地割り振りは以下のようになっています。 

 

     rom(rx)         : org = 0xfff80800, len = 64k 

         ram(wx)         : org = 0xfff90000, len = 63k 

         stack(wx)       : org = 0xfff9fff0, len = 1k 

 

ＲＯＭ書き込みと同じように「ファイルを開く」画面で「ｓａｍｐｌｅ３＿７２０６．ｍｏｔ」を選択し

てください。転送され、動作します。 

 

●ＲＯＭ動作とＲＡＭ動作の違い 

下記Ｄ／Ａ波形は左がＲＯＭ動作、右がＲＡＭ動作です。プログラムは同じソース、同じ最適化レベルで

す。 

ＲＯＭ動作が６．１０３９８ＫＨｚ、ＲＡＭ動作が２４．４１５９ＫＨｚです。ＲＡＭ動作がＲＯＭ動作

に比べて約４倍速くなっています。これはバス幅が２倍違うのと、ＲＯＭはウエイトが入っているためだ

と推測されます。ＲＯＭ動作もキャッシュの設定でもっと高速にすることは可能です。 

 
 

〒３５０－１２１３ 

埼玉県日高市高萩１１４１－１ 

有限会社ビーリバーエレクトロニクス 

ＴＥＬ ０４２－９８５－６９８２ 

ＦＡＸ ０４２－９８５－６７２０ 

 

http://beriver.co.jp 

 


